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切 は 最 高 点 で は n o
！.....派
とするか

I f a = - g （上向き正）
2 4 . 5m ！

回が
け
、雌※

初速度の向きを正とするのが
一般的

（l 上向きを正として ひこひ。+atの式を立てると
0 = 1 9 . 6 t（-9.8）t.it=2.OS.ee

（2 K = ひ。七十fat'より
J G 19.6.2.0 + I・（-9.8）・2.02
x = 39.2 - 19.6
x = 1 9 . 6 m

い
地面からの高さは、がけの高さをたして

24.5+19.6=4，、上

.



1回続き
（3 ちがう状況を考えるので図を書き直そう。

ひ。=196% f！！
g a-_-g（上向き正）24.5m!

qneje.ee
変位のは始めと終わりの位置の差
（今回は24.5m下⇒-24.5m）

させ面におちるとき、変位の-_-24.5m

K=ひ。 t . t t aでより
-24.5=19.6t.tt（-9.8）で

- 4 . 9 で 0=-4.9で+19.6 t+24.5
割る と

O = で - 4 七 - 5
0 = （t-5）（t.tl）

：. た5.0または - 1 .0
時刻は正の値となるので
た5.05-.-，

ひこひ。tatより
は 19.6+（-9.8）・5.0
た -29.4m/s （下向きに 2 9， 興


